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◆本　　庁　TEL 21－2211
◆平田支所　TEL 63－3111
◆佐田支所　TEL 84－0111
◆多伎支所　TEL 86－3111
◆湖陵支所　TEL 43－1212
◆大社支所　TEL 53－4444

出雲市役所の代表電話番号

◎ケーブルテレビ番組
『21世紀出雲市政のひろば』
毎月テーマを決めて30分番組を放映

◎ラジオ市政広報番組
『出雲市からのお知らせ』

・出雲ケーブルビジョン
　　アナログ（５ｃｈ）
　　デジタル（11ｃｈ）
・ひらたCATV（５ｃｈ）

週替わりで、市からの告知放送（20秒）
・FMいずも（80.1メガヘルツ）

市政広報番組

県
職
員
採
用
試
験

【
高
校
卒
業
程
度
】

●
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数
／
一
般

事
務
４
人
、土
木
３
人
、学
校
事
務

（
出
雲
地
区
）12
人
、学
校
事
務（
石

見
地
区
）３
人
、警
察
事
務
２
人

【
資
格
免
許
職
】

●
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数
／
保
健

師
６
人
、臨
床
検
査
技
師
２
人
、診

療
放
射
線
技
師
３
人
、精
神
保
健
福

祉
士
２
人
、司
書
１
人

【
共
通
】

●
第
１
次
試
験
日
／
９
月
27
日
㈰

●
申
込
期
限
／
９
月
４
日
㈮

●
お
た
ず
ね
／
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
㉒
５
４
３
８
）

島
根
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

●
９
月
１
日
現
在
で
、海
区
漁
業
調
整

委
員
会
の
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま

　

す
。該
当
す
る
方
は
、申
請
書
を
選
挙

管
理
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
該
当
者
／
①
１
年
間
に
90
日
以
上

漁
船
で
漁
業
を
営
む
方
ま
た
は
従
事

す
る
方
、②
平
成
21
年
12
月
５
日
現

在
で
満
20
歳
以
上
の
方

●
申
請
期
間
／
９
月
１
日
㈫
〜
５
日
㈯

●
お
た
ず
ね
／
選
挙
管
理
委
員
会

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

●
と
き
／
11
月
４
日
㈬

●
と
こ
ろ
／
県
庁
会
議
棟

●
対
象
／
病
気
な
ど
で
義
務
教
育
を
修

了
で
き
な
か
っ
た
人

●
申
込
期
間
／
８
月
21
日
㈮
〜
９
月

８
日
㈫

●
お
た
ず
ね
／
県
義
務
教
育
課（
☎
０

８
５
２
㉒
５
４
１
９
）

出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会

●
と
き
／
９
月
７
日
㈪
13
時
30
分
〜

16
時

●
と
こ
ろ
／
出
雲
市
民
会
館

●
内
容
／
喜
寿
・
米
寿
の
方
お
よ
び
百

歳
以
上
の
方
の
長
寿
の
お
祝
い
、社

会
福
祉
や
地
域
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
の
表
彰
、生
涯
現
役
は
つ
ら
つ

高
齢
者
の
表
彰

●
お
た
ず
ね
／
介
護
保
険
課

認
知
症
に
つ
い
て
地
域
の
方
と

考
え
る
出
前
交
流
塾

●
と
き
／
８
月
27
日
㈭
、９
月
17
日
㈭
、

10
月
15
日
㈭
い
ず
れ
も
19
時
〜
20
時

30
分　

※
事
前
申
込
不
要

●
と
こ
ろ
／
乙
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
出
雲
の
高
橋

幸
男
院
長
を
講
師
に
、シ
リ
ー
ズ
で

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
介
護
保
険
課

し
ま
ね
文
芸
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
９

●
と
き
／
９
月
13
日
㈰
10
時
15
分
〜

12
時　

※
入
場
無
料

●
と
こ
ろ
／
出
雲
市
民
会
館

●
内
容
／
声
楽
家
の
大
岩
誓
子
さ
ん
の

講
演
会
。テ
ー
マ「
心
を
唄
う
〜
詠
み

手
の
想
い
を
メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ
て
〜
」

●
お
た
ず
ね
／
県
文
化
国
際
課（
☎
０

８
５
２
㉒
５
８
７
８
）

シ
ニ
ア
向
け
技
能
講
習
と

就
職
・
就
業
相
談
会
、面
接
会

●
と
き
／
９
月
24
日
㈭
〜
10
月
６
日
㈫

（
う
ち
９
日
間
）10
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ
／
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー（
大
田
市
）

●
対
象
／
60
歳
代
前
半
層

●
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
３
級
程
度
、面
接
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

※
受
講
料
無
料

●
申
し
込
み
・
お
た
ず
ね
／
島
根
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会（
☎

０
１
２
０
78
１
１
４
２
）

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還
し
ま
す

●
税
関
で
は
、終
戦
後
、外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
が
、上
陸
港
の

税
関
、海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

●
返
還
の
申
出
は
、本
人
だ
け
で
な
く

家
族
の
方
で
も
で
き
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
境
税
関
支
署（
☎
０
８

５
９
42
２
２
２
８
）

平
田
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ホ
ー
ム
祭

●
と
き
／
９
月
６
日
㈰
９
時
30
分
〜

15
時
30
分

●
と
こ
ろ
／
平
田
文
化
館

●
内
容
／
ホ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
生
が
、生
花
や
洋
裁
、パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
な
ど
の
作
品
展
示
と
喫
茶
、

バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
お
た
ず
ね
／
平
田
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム（
☎
63
３
０
７
７
、火
曜
日
休
館
）

お
知
ら
せ

◆対象は個人または５人以内のグループで、
　時間は１人（グループ）あたり２０分以内とします。
◆広報情報課まで電話でお申し込みください（先着順）。
◆申し込み・おたずね／広報情報課　☎２１－８５７８　ＦＡＸ２１－６５０９

《市長面会日》９月の開催予定
（いずれも13時30分～16時30分）
開 催 日 場　所 申 込 受 付 期 間
9月8日㈫ 本　庁 8月24日㈪～9月3日㈭
9月30日㈬ 多伎支所 8月24日㈪～9月25日㈮

定額給付金の申請はお済みですか!定額給付金の申請はお済みですか!定額給付金の申請はお済みですか!
定額給付金の申請期限は9月10日（木）です。
申請がお済みでない方に、8月中旬に申請書を再度お
送りしていますので、ご確認ください。
期限を過ぎての申請に対しては、給付ができません。
申請忘れにはくれぐれもご注意ください。

給付対象者
基準日の平成21年2月1日に、
・出雲市に住民登録のある人
・出雲市に外国人登録のある人
 （不法滞在者、観光旅行者などは対象外）
給付金額
給付対象者1人につき12,000円
（ただし、昭和19年2月2日以前に生まれた方及び
 平成2年2月2日以降に生まれた方については、20,000円）
給付は、原則、口座振込で行います。振込までに、申請
書の受付から約３週間が必要です。

●おたずね／定額給付金本部　☎21ー6946

市民協働のまちづくり市民協働のまちづくり
～平成21年度活動支援事業　第２次募集～

市内で活動する10人以上の市民団体
（法人は除く。ただしNPO法人は対象）

まちづくりの推進、環境の保全、子どもの健全育成など16項目の分野

対象事業費の1/2以内(20万円上限)

市民活動支援課 ☎２１－６５２８

市内で活動する10人以上の女性団体など

男女共同参画社会の促進、まちづくりの推進など16項目の分野

対象事業費の1/2以内(20万円上限)、ただし、男女共同参画社会
づくりを目的とした事業は、事業費の10/10以内(10万円上限)

男女共同参画室 ☎２２－２０５５

対　象

内　容

補助額

おたずね

対　象

内　容

補助額

おたずね

【市民活動支援事業】

【女性団体活動支援事業】

応募締切
9月10日(木)

　市では、市民団体・女性団体の皆さんが、自主的に地域の課題を解
決するため、創意工夫して取り組む活動を支援します。皆さんの様々
なアイデアや斬新な発想で、出雲のまちづくりを進めてみませんか。

○と　き
○ところ
○内　容

おたずね／学校教育課　☎21ー6880

講師プロフィール

9月5日（土）13時30分～15時30分
出雲市民会館　大ホール
・メッセージ交換

・地域社会の決意宣言

・講演会　講師 坂本洋子さん

子どもから大人へ、大人から子どもへ、それぞれのメッセージを
読み上げ、その思いを確認するため、メッセージを交換します。

地域社会としての青少年育成への思いを宣言文にし、今後の指標
とします。

社会の宝である子どもたちに対して、親として、また地域社会の一員と
して、私たち大人にできることは何かを、みんなで考えたいと思います。

出雲市青少年育成市民総決起集会出雲市青少年育成市民総決起集会出雲市青少年育成市民総決起集会
～みんなで見守り、みんなで育てよう出雲の子どもたち～～みんなで見守り、みんなで育てよう出雲の子どもたち～～みんなで見守り、みんなで育てよう出雲の子どもたち～
　７月７日に市内に在住する少年が非行事実で補導されたことを受け、このような痛ましい
事案が二度と起きないように、保護者、学校、地域、行政、関係機関・団体等が一堂に会し、青少
年育成に主体的・積極的に取り組むことを決意・確認する日とするため、次のとおり市民総決
起集会を開催します。多くの市民のご参加をお願いします。

　事情により、親の元で暮らすことができない多くの子どもたちを東京郊外で育ててきた里
親。著書「ぶどうの木」はドラマ化され、全国で大きな反響を呼んだ。結婚３年目に「子どもを
授かる可能性はない」と医師に告げられ、夫婦で悩み合った末、里親になることを決意。以来
24年間に12人の子どもたちを受け入れ、現在5人の子どもたちと暮らす。
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